
平成23年10月12日開催 

エネルギーと産業円卓会議 

会議次第 

１ 合同会議の報告について 
 ・合同会議及び円卓会議の推進体制など 

２ 円卓会議における検討事項について 
  ・水俣市が取り組んでいる事例紹介 

  ・全国の先進事例紹介 

  ・エネルギーの活用、企業間連携、産業の活性化に関する意見提案 

３ 意見交換 
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本日のめあて 

•皆さんからのご意見・ご提
案を列挙する！ 

•今日はとにかく、アイディア
を出しつくす（つもりで）！ 
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「環境モデル都市推進委員会・環境モデル都市推進本部・専門委員」合同会議 

環境モデル都市 
推進委員会（市民） 

環境モデル都市 
推進本部会（市役所） 

専門委員 

ゼロ・ウエイスト 
円卓会議 

環境にやさしい 
暮らし 
円卓会議 

観光と公共交通 
円卓会議 

エネルギーと産業 
円卓会議 

環境大学 
環境学習 
円卓会議 

都市・交通 
 

観光活性
化 

５つの円卓会議 

中心市街
地活性化 

環境金融 
省エネ節
電 

【各円卓会議の構成メンバー】 
 ○環境モデル都市推進委員 
 ○関係団体代表者 
 ○一般公募 
 ○有識者委員 

合同会議及び円卓会議の推進体制 
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「環境モデル都市推進委員会・環境モデル都市推進本部・専門委員」合同会議 

環境モデル都市 
推進委員会（市民） 

環境モデル都市 
推進本部（市役所） 

専門委員 

ゼロ・ウエイスト 
円卓会議 

環境にやさしい 
暮らし 
円卓会議 

観光と公共交通 
円卓会議 

エネルギーと産業 
円卓会議 

環境大学 
環境学習 
円卓会議 

都市・交通 
 

観光活性
化 

５つの円卓会議 

みなまた環境まちづくり推進事業体制図 

中心市街
地活性化 

環境金融 
省エネ節
電 

【各円卓会議の構成メンバー】 
 ○環境モデル都市推進委員 
 ○関係団体代表者 
 ○一般公募 
 ○有識者委員 

★総合計画や環境モデル都市行動計画に対する具体的事項の反映 
★各円卓会議の活動・プロジェクト案件に対する審議、助言 
★３回開催 

★具体化に向け検討を開始するプロジェクトの選定 
★選定したプロジェクトの実現可能性検討、実現方策の検討、プロジェクト立案 
★各５回開催 
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円卓会議での検討内容 
 

５．エネルギーと産業円卓会議 

資料４－５ 

「環境モデル都市推進委員会・環境モデル都市推進本部会・専門委員」合同会議 
2011年9月4日 

エネ産円卓会議の現状と課題など 
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１．エネルギー・産業分野の現状と課題① 

– 既に、域内で消費するエネルギーの１／３は、JNC(株)（チッソ）が保有す
る水力発電等の再生可能エネルギーで調達しているといえる。 

– 今後、市内全体で、消費電力以上の再生可能エネルギーを供給すること
も可能と考えられる。 

みなまた環境まちづくり研究会報告書より 

エネルギー分野の現状と課題 

石油
1,371（44％）

総計
3,087TJ
（一次エネ
ルギー）

最終エネルギー
2,141TJ

（二次エネルギー）

変換
ロス

945(31%)

購入電力
534※ (17%)

※2次エネルギー換算値

※端数処理により合計が
合わない場合がある

電力
771

(25%)

他石油
1,276 (41%)

LPG 95（3％）

他石油

電力
産業
817

運輸
634

業務
293

家庭
398

他石油
LPG

電力

他石油
LPG

電力

水力、太陽電池 236(8%)

他石油
LPG

電力

他石油
LPG

電力

他石油

電力・ＬＰＧ

他石油

電力・ＬＰＧ

卖位：ＴＪ

（）：一次エネルギー消費に
対する比率

九電発電
時投入エネ
ルギー
1,480
（48％）

※産業・業務・家庭については、実態調査を基に、統計資料を用いた拡大推計を行っている。 

※運輸は貨物と旅客に分解し、それぞれの推定移動距離と燃料消費原単位より推計。 

出典）「水俣市のエネルギー消費と温室効果ガス排出量に関する研究」田中昭雄、石原修 

みなまた環境まちづくり研究会報告書から抜粋 
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１．エネルギー・産業分野の現状と課題② 

– 近年、製造業の就業者が大幅に減尐する一方、他方、サービス業（医
療・福祉等）が大幅に伸びている。 

– 水俣が優位性を持つ産業、技術を洗い出し、新たな雇用の場の創出に
つなげていくことが望まれる。 

みなまた環境まちづくり研究会報告書より 

産業分野の現状と課題 

494 520 564 442

4,383 4,635 4,902 5895

872 724 712
500

308 207 249
234

3,159 3,067 2,797
2270

80 74 81 25
1,569 1,711 1,661 1318

3,877 3,567 3,239
2291

1,286 1,226
752

867

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

1990 1995 2000 2005

人

水俣の産業別の就業者数

農林水産業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

サービス業*

公務

16,070 15,830 15,003

13,896

総従業者数

みなまた環境まちづくり研究会報告書から抜粋 
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１．エネルギー・産業分野の現状と課題③ 

– JNC(株）（チッソ）グループ内の取引が活発なほかは、市内の産業連関は
それほど強くないと考えられる。 

– 企業間連携の促進等により新たな産業の創出につなげることが望まれる。 

 

 

みなまた環境まちづくり研究会報告書より 

産業分野の現状と課題 

仕入先 販売先 仕入先 販売先

企業名
（500人～）

企業名
（10～100人）

企業名
（100人～）

水光社
（600）

河村電器
（144）

トシヒロ
（106）

アクトビー

リサイクリング
（100）

マルイ食品
（95）

水俣電子
（65）

摂津工業
（55）

太陽電気
（55）

吉永商会
（50）

クロックス

（47）

水俣国際

ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ

（43）

あらせ

（40）

市外企業等

水俣市

市外企業

市民・市外

企業等

市民・法人

漁協ほか

市民・法人

市外企業等

市外企業等

市外企業等

市外企業等

水俣市医
療センター

（600）

白梅グループ
（400）

岡部病院
（100）

協立病院
（100）

橋本水産

（33）

立尾電設

（30）

旭印刷

（28）

興单電気

（28）

坂田建設

（26）

山口製作所

九州水俣工場

（25）

シンエイ

テクノウッド

（25）

シンエイカセイ

（24）

クキタ

（24）

谷口鉄工所

（22）

エム・ティ・エル

（22）

日成工業

（19）

ホワイト急便

水俣工場

（18）

田中商店

（エコボ水俣）

（17）

わくワーク

みなまた

（16）

マルセンフーズ

（15）

チッソ
（670）

チッソ開発
（168）

新栄合板
（162）

サン・エレク

トロニクス
（143）

肥後化成
（122）

单九州センコー
（105）

セントラル工事
（63）

福田農場

ワイナリー

（45）

新興製機

（39）

チッソ環境

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

（22）

ジェイカムアグリ

（21） 熊本オキシトン

水俣工場

（13）

チッソ
（670）

チッソ開発
（168）

新栄合板
（162）

サン・エレク

トロニクス
（143）

肥後化成
（122）

单九州センコー
（105）

セントラル工事
（63）

福田農場

ワイナリー

（45）

新興製機

（39）

チッソ環境

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

（22）

ジェイカムアグリ

（21） 熊本オキシトン

水俣工場

（13）

喜楽鉱業

水俣ｴﾈﾙｷﾞｰ工房

（12）

田中電機

（11）

豊田実業

（10）

一期崎畳店

（10）

緒方工業

（10）

環境総合

技術ｾﾝﾀｰ

（10）

前田水産

（10）

市外企業

市外企業等

市外企業等 市外企業等 市外企業等 市外企業等 市外企業等

病院・旅館・

鮮魚小売店・

ｽｰﾊﾟｰ

市外企業等

市外企業等

市内・

市外企業等

熊本県・津奈木町・

市外企業等
市民・

官公庁

市内・

市外企業等

市外企業等

市外企業等

市外企業等

市外企業等

津奈木町・

官公庁・

市内企業等

市内・

市外企業等

熊本県

市内・

市外企業等

市内・

市外企業等

市内・

市外企業等

市内・

市外企業等

市内・

市外企業等

みなまた環境まちづくり研究会報告書から抜粋 
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２.エネルギー・産業分野の方向性（昨年度報告書より）① 

1 

エネルギー･産業分野として目指すもの 

2 

市民レベル・企業レベルの取組みを複合的に結びつけた、環境と経済が両立した地域 

市民・産業の活性化と環境力向上による、環境面での水俣ブランド向上 

3 小規模地方都市に適した、水俣発の地域活性化モデルをパッケージ化（商品化）し、国内外に展開 

良質な雇用を創出して持続可能な地
域に 

市民間の強いつながりや高い意識を
積極的に活用 

リサイクル関連の環境産業クラスター
（集積）や、チッソ関連産業およびチッ
ソ製品を利用する製造業など、水俣の
特性を活用 

市民参加型で低炭素化を進める取組
み重視 

エネルギーの需給双方を効率的に組
合せたエネルギーネットワークを構築
することで、新たなライフスタイルを提
案 

製造業だけでなく、農林水産業、観光
も含めた広範囲での産業振興を検討 

産業の立地場所は現状極めて限られ
ているため、産業の育成・誘致に必要
な場合は、新産業団地等の用地確保
も検討 

「市民活力の向上」 「雇用創出につながる産業の振興」  

市環境クリーンセンターやチッソの水
力発電など、市内で活用されていない
既存のエネルギー資源を有効活用 

公共施設等への一層の太陽発電導入
や、波力発電・小水力発電など実証研
究を進めている自然エネルギーを本
格的に導入・拡大 

水俣は市民の感度の高い突出した環
境学習都市であり、世界中から見にく
るような魅力のある地域を目指す 

グリーンな文化を発信する基地として、
究極のグリーン製品の供給拠点とな
る 

「水俣ブランドの一層の浸透」 

課題別の方向性 



２.エネルギー・産業分野の方向性（昨年度報告書より）② 

水俣の現状分析から導かれる課題と取組み
（エネルギー・産業分野）

雇用創出につな
がる産業の振興

市民活力の向上

水俣ブランドの
一層の浸透

プロジェクト案①
「市民生活の環境性向上」

プロジェクト案②
「産業部門の環境性向上」

プロジェクト案③
「市民活力による新産業創造」

複合的な
取組み

（１）市民生活の環境性向上 

 市営住宅の整備や環境共生型住宅の普及促進、住宅へ
の自然エネルギーを積極的に導入し、市民生活の低炭
素化を推進 

 環境データを市民と一体となって整備することなどにより、

環境負荷をかけない持続性のある生活を実感できる社

会を目指す 

（２）産業部門の環境性向上 

 エコタウン企業間連携や静脈産業と動脈産業の連携など、
新たな連携によって新しいエネルギー・産業の形を作り
出し、都市と産業が一体となったリサイクル先進都市・低
炭素社会の実現を目指す 

 市内の既存資源・土地の有効活用によって、業務・産業

部門のいっそうの低炭素をはかる 

（３）市民活力による新産業創造 

 市民活力を活かした新産業・新製品の検討や先進的な
技術の導入を通し、低炭素化・自然エネルギー１００％地
域の実現に貢献 

 新産業がさかんな先進都市として地域ブランドを高め、
市外からの移住や資金流入を促し、地域活性化（水俣に
暮らす人々が「若さ」「元気さ」を実感できること）をはかる。 
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３．現状分析を踏まえた検討内容（目的目標) 

 水俣の強み（製造業・医療福祉等）を活用した、水俣型新産業の実現に向けた調査
検討を行う。 

 市内に存在する遊休地や、水俣が有する地域のエネルギー資源を活用することで、
水俣市内で消費するエネルギーを全て再生可能エネルギーに転換し、安価で、安心、
自給自足（災害に強い）の仕組みを構築することを目標に検討する。 

水俣型新産業の検討 

例えば…市内企業が有する環境技術などを活用した付加価値の創造、   

      域内循環による外貨獲得の企業間連携の仕組み、 

      エコタウン企業と市内外の産業とが連携した新たなビジネスモデル、等 

再生可能エネルギーの導入活用検討 

例えば…再生可能エネルギー（太陽光発電など）の導入拡大の可能性検討 

     まち全体のエネルギーを適切に管理する仕組み(スマートグリッド）の検討、等 
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円卓会議の設置の役割 
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水俣市が取り組んでいる事例紹介 

(1) 事業名：「みなまた農山漁村地域資源活用プロジェクト事業」 
(2) 事業主体：富士電機㈱（幹事会社）、テイラーズ熊本㈱、㈱パワーバンクシステム、水俣市  
(3) 事業場所：水俣市 
(4) 実施期間：平成２３～２５年度 
(5) 事業費：約３２７百万円 
うち、H23年度：約１３５百万円（事業者負担1/4、国補助1/2、県補助1/4） 
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〈フロート〉 
・ＦＲＰ製 
・ウレタン素材 
・ＦＲＰ加工 
 

〈マイクロバブル発生装置〉 
・水中に噴射 
 

〈ＦＲＰ製ボックス〉 
・塩害仕様 
・蓄電池 
 

〈フィルム型アモルファス太陽光発電パネル〉 

・富士電機 
・ＦＲＰ加工 
・塩害に強い 
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立替予定 

総合医療センター太陽光発電設備設置工事
（８０ＫＷ） 

EV急速充電
器設置予定 
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第1水源地太陽光発電設備設置工事（１００ＫＷ） 
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水俣市／㈱みなまた環境テクノセンター／熊本大学・崇城大学／チッソ環境エンジニアリング㈱／森林組合・ＪＡ・建設業組合／（有）日本カンキョー

メタン発酵 消化液

ガス

電気

蒸留廃液

コージェネ

ＣＯ２排出

農業用ビニールハウスなど
チェーンソー・草刈機

場内
フォークリフト
ゴルフカートなど

地場企業・ＪＡ・森林組合・
建設業など

《
水
俣
地
域
生
活
圏
》

農林用燃料

農地還元

森林・ 農地侵食被害

放置竹林

バイオエタノール製造プラント

原料（ 竹） の
安定供給

伐採・収集・運搬器具等で使用

バイオエタノール

ＣＯ２吸収
竹林の適正管理でＣＯ２吸収増大

光合成

住民・農林業団体等幅広い関係者が
協力して森林・農地への侵食など放
置竹林問題に立ち向かうとともに、
低炭素社会の構築に地域を挙げて取
り組む環境を醸成していくという社
会システムのモデルを確立する。

侵食の解消

光合成

竹の高効率・ 低コスト

伐採・ 運搬システム

原料

管理竹林
再生

バイオエタノールの利用

<地域内燃料>
エネルギーの
「 地産地消」

生ゴミ 蓄フン

製造施設

環境モデル都市「 水俣」 における低炭素社会の実現に向けた社会システムの構築

ボイラー燃料など

エタノール製造（50,000kl/y）に伴うＣＯ２削減量≒78,555t-CO2/y ＞ 水俣市の全世帯から排出されるＣＯ２量≒78,500t-CO2/y 

自動車燃料など

水俣市／㈱みなまた環境テクノセンター／熊本大学・崇城大学／チッソ環境エンジニアリング㈱／森林組合・ＪＡ・建設業組合／（有）日本カンキョー

メタン発酵 消化液

ガス

電気

蒸留廃液

コージェネ

ＣＯ２排出

農業用ビニールハウスなど
チェーンソー・草刈機

場内
フォークリフト
ゴルフカートなど

地場企業・ＪＡ・森林組合・
建設業など

《
水
俣
地
域
生
活
圏
》

農林用燃料

農地還元

森林・ 農地侵食被害

放置竹林

バイオエタノール製造プラント

原料（ 竹） の
安定供給

伐採・収集・運搬器具等で使用

バイオエタノール

ＣＯ２吸収
竹林の適正管理でＣＯ２吸収増大

光合成

住民・農林業団体等幅広い関係者が
協力して森林・農地への侵食など放
置竹林問題に立ち向かうとともに、
低炭素社会の構築に地域を挙げて取
り組む環境を醸成していくという社
会システムのモデルを確立する。

侵食の解消

光合成

竹の高効率・ 低コスト

伐採・ 運搬システム

原料

管理竹林
再生

バイオエタノールの利用

<地域内燃料>
エネルギーの
「 地産地消」

生ゴミ 蓄フン

製造施設

環境モデル都市「 水俣」 における低炭素社会の実現に向けた社会システムの構築

ボイラー燃料など

エタノール製造（50,000kl/y）に伴うＣＯ２削減量≒78,555t-CO2/y ＞ 水俣市の全世帯から排出されるＣＯ２量≒78,500t-CO2/y 

自動車燃料など

 
年度 2010 2012 2015 2018 2020 

 目標プラント数 

（台） 
1 2 2 

 目標販売価格 

（億円/台） 
20.8億円 148.2億円 148.2億円 

 CO2削減量 

（t-CO2/年） 
7,850 157,000 157,000 

竹の低コスト伐採･収

集･運搬システムの構築 

 

   

 

実証試験 

低コスト化 
機器の製品化 

事業展開 

竹の活用、バイオエタノール、キシリトール 
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再生可能エネルギーを活用した
産業活性化事例 

＜内  容＞ 
 

・製品付加価値の向上 
・工業団地等の競争力強化 
・スマートコミュニティへの取組み 

全国の先進事例紹介 
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製品の付加価値の向上① 
事例１：風で織るタオル 
（池内タオル） 

概要 会社の使用電力の100%を風力発電

で賄うとともに、オーガニック素材を
用いるなど、環境配慮商品を販売。 

再生可能エ
ネルギーの
利用方法 

・2002年4月より、秋田県の代風力発

電の環境価値を購入（グリーン電力
証書） 

ポイント ・商品への付加価値付与（グリーン
電力、オーガニックなど安全・安心感
の付与） 

・マスコミへの登場、海外展示会での
積極参加など、プロモーションにも力
を入れた 

売り上げ 
（環境配慮商
品） 

2003年 700万円 
2010年 3億6000万円 
2013年 10億（目標） 

出典：池内タオルウェブサイト、商工にっぽん（2011.1月）よりＭＲＩ作成 
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製品の付加価値の向上② 
事例２：市民風車が育てる地場産品 
（NPO法人グリーンシティ：青森県八戸市） 

概要 市民出資風力発電のグリーン電力証
書を、地酒や水産食料品等の地場産
品のプロモーションに活用。 

再生可能エ
ネルギーの
利用方法 

グリーン電力証書の活用 

ポイント ・地元資源（風力）を活用した地場産品
への付加価値の付与 

・他の環境取組みを誘因（グリーンブ
ライダルの開始を契機に、「食品
残渣→有機肥料→野菜栽培→宴
会の食材」のサイクルに発展 

効果 2009年新エネ大賞・新エネルギー財団
会長賞受賞 

商品の売り上げへの貢献はこれから
の模様 

出典：新エネルギー財団ウェブサイト、NPO法人グリーンシティウェブサイトよりＭＲＩ作成 26 



工業団地等の競争力強化① 
事例１：木質バイオで４工場に電熱供給 
（北海道・津別単板協同組合） 

概要 工場端材（7万ton/年）を燃料とするバ

イオマスコージェネレーション設備によ
り、産業廃棄物及び化石燃料（原油換
算2.4万kl/年）を削減。組合所属の合

板工場の熱・電気エネルギーの、ほぼ
全量を供給。平成19年度実績で
69,000ｔのCO2削減。（4700kW、45t/h） 

再生可能エ
ネルギーの
利用方法 

・全量を工場にて利用 

・発電分の大半の環境価値はソニー
へ売却（グリーン電力証書） 

ポイント ・廃棄物の有効活用 
・工場間連携による効率的エネ利用 

効果 ・コスト削減（電気/燃料代・産廃費用） 
・省エネ、省CO2 

出典：津別単板協同組合資料よりＭＲＩ作成 
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工業団地等の競争力強化② 

出典：新聞報道よりＭＲＩ作成 

トヨタ自動車 ・トヨタ（セントラル自動車、トヨタ自動車東北）と宮城県が再生可能エ
ネルギーを効率的に活用する「スマート工業団地」を計画 

・両工場が立地する県の工業団地の６００ヘクタールの敷地内に、太
陽光パネルを設置 

・セントラル自動車の工場に、消費電力の９割をカバーする自家火力
発電設備も計画 

・太陽光発電と自家発を組合わせ、団地全体で災害時や悪天候でも
確実に電力を確保できる体制を目指す模様 

鹿児島・串
木野工業団
地 

・日本初の「自然エネルギー工業団地」を鹿児島県いちき串木野市で
計画 

・団地内企業、いちき串木野市、リース大手が出資し、設備を所有・
運営する新会社を設立。九州や全国の市民にも出資を募る 
・5000kWの太陽光発電設備などを設置。将来は風力や水力発電設
備の集積も目指す 
・まずは工業団地内の工場・倉庫の屋根に、合計2000kWのPVを設置。
給湯用の太陽熱温水器、BDF設備も導入し、団地内の工場で使用 
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スマートコミュニティへの取組み① 

 次世代エネルギー・社会システム実証は、平成22年より、以下の4都市で実施 

 横浜市、豊田市、けいはんな学園都市、北九州市 

 主な目的は以下の通り 

 家庭、オフィス、商業施設、工場などのエネルギーマネジメントシステム、

および地域でのエネルギーマネジメントシステムの構築とその連携 

 ビジネスモデルの確立、標準の整備 

 現状、ビジネスモデルとしては、省エネサービスや系統サービスなどが検討さ

れている 

29 



スマートコミュニティへの取組み② 

出典：次世代エネルギー・社会システム協議会（第１３回）資料（平成23年6月23日） 
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スマートコミュニティへの取組み③ 

出典：次世代エネルギー・社会システム協議会（第１３回）資料（平成23年6月23日） 
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本日のまとめ 



事務連絡 

• 次回開催  

  平成２３年１２月１日（木） 

 

・懇親会 


